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論 文 内 容 の 要 旨 
 
[目的] 特発性血小板減少性紫斑病（ITP）とは、血小板に対する自己抗体が産生され結合し、網内
系で貪食・破壊されることにより後天的に血小板が減少する疾患である。H. pylori 感染 ITP 患者の
除菌療法後に血小板数が増加することが報告され、現在では約半数に有効との見解が趨勢である。し
かし、これらは短期での治療成績であり、改善例における長期経過については不明である。 
[対象] 今回我々は前回当院にて短期的解析したＩＴＰ患者(30 例)の長期経過について追跡調査を
行った。 
[方法] 血小板数が 120×109/Ｌ以上まで改善したものを完全寛解、50×109/Ｌ以上 120×109/Ｌま
での改善で治療前より 30×109/Ｌ以上増加したものを部分寛解とし、この両者を有効とした。 
[結果] 患者 30例のうち H. pylori 陽性症例は 21 例（70％）、うち 20 例が除菌治療に成功した。除
菌成功 20 例中 10 例に血小板数の増加が認められた（Responder 群：50％）。Responder 群のうち７
年の経過を追跡しえた 9例中 8例において、血小板数は長期的にも安定し現在無投薬にて完全寛解状
態であったが、１例は１年間無治療で寛解状態の経過後再発し追加治療を受けていた。Non-responder
群(10 例)で経過追跡し得た７例では全例何らかの別治療が行われたが、現在も完全寛解には至らな
かった。全ての除菌成功例で H. pylori の再陽性化は認められなかった。また、H. pylori 陰性除菌
療法施行症例では、血小板数の改善はなく経過中他治療を必要とした。 
[結論] H. pylori 陽性 ITP 患者の約半数に除菌療法が有効であり、その効果は長期的にも継続しう
ることが判明した。しかし、不応例や H. pylori 陰性例では、他の治療手段が必要であることが判明
した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
特発性血小板減少性紫斑病（ITP）は、血小板に対する自己抗体が産生され結合し、網内系で貪食・
破壊されることにより後天的に血小板が減少する疾患とされている。H. pylori 感染 ITP 患者では、
本菌の除菌療法後に血小板数が増加することが報告され、現在では約半数に有効との見解が趨勢であ
る。しかし、これらは短期での治療成績であり、改善例における長期経過については不明である。本
研究は、初めて除菌後の ITP 患者の長期経過を明らかにしたものである。 
 対象は、第一次研究として、前回当院にて H. pylori 除菌後の効果を短期的解析したＩＴＰ患者
30 例で、その後の長期経過について追跡調査を行った。血小板数が 120×109/Ｌ以上まで改善した
ものを完全寛解、50×109/Ｌ以上 120×109/Ｌまでの改善で治療前より 30×109/Ｌ以上増加したもの
を部分寛解とし、この両者を有効とした。 
 第一次研究では、患者 30 例のうち H. pylori 陽性症例は 21例（70％）、うち 20例が除菌治療に成
功し、除菌成功 20 例中 10 例に血小板数の増加が認められた（Responder 群：50％）。Responder 群
のうち７年の経過を追跡しえた 9 例中 8例において、血小板数は長期的にも安定し現在無投薬にて完
全寛解状態であったが、１例は１年間無治療で寛解状態の経過後再発し追加治療を受けていた。
Non-responder 群(10 例)で経過追跡し得た７例では全例何らかの別治療が行われたが、現在も完全寛
解には至らなかった。全ての除菌成功例で H. pylori の再陽性化は認められなかった。また、H. pylori
陰性除菌療法施行症例では、血小板数の改善はなく経過中他治療を必要とした。 
 以上のことから、H. pylori 陽性 ITP 患者の約半数に除菌療法が有効であり、その効果は長期的に
も継続しうることが判明した。しかし、不応例や H. pylori 陰性例では、他の治療手段が必要である
ことが示唆された。 
 この成績は、一部の ITP 患者においては、H. pylori 除菌療法が永続的な根本治療になりうること
を証明したものであり、ITP の治療法に新たな方向性を示したことから、著者は博士(医学)の称号を
授与されるに値するものと判定した。  
 
 
 
 
 
 
 
